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英語、タイ語、スペイン語、イタリア語、ギリシア語のテキストを比べた結果、stress-timeと考えられている英語もsyllable-timeと考えられているスペイン語もISIの等時性に差が見られなかった。他の言語についても同じだった。差が見られたのは、音節構造と母音のreductionであった。英語は、ストレスのある音節はヘビーheavyになるCVC傾向が有り、ストレスのない音節はライトCVになる（母音の変化reduce）傾向が見られた。
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